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要旨 
O trabalho discute a democracia, o carisma de Lula e a popularidade da então candidata Dilma Rousseff nas 
eleições presidenciais de 2002 e 2010. Comparam-se as eleições de 2002 com as de 2010 analisando-se a evolução 
nacional dos partidos políticos no Brasil e a regionalidade do fenômeno político no Nordeste pobre e no Sul e 
Sudeste rico. Sugere-se que a influência política de Getúlio Vargas terminou na década de 1990, com a emergência 
do governo de Fernando Henrique Cardoso. Observa-se ainda uma tendência de regionalidade nas eleições de 2010 
que difere da política de coronelismo do passado. Em 1980, o PT foi fundado como uma força paralela do 
socialismo em comparação ao PCB e o PC do Brasil, que tinham sua base na classe média. Lula foi presidente do 
PT depois de ser presidente do Sindicato dos Metalúrgicos em São Bernardo do Campo. Lula era proveniente de 
uma família de agricultores pobres do interior do Pernambuco. Em 2002, Lula ganhou a eleição presidencial como 
candidato do PT. Nas eleições em 2010, Norte e Nordeste, as regiões mais pobres, apoiam Dilma; ao contrário, os 
mais ricos, sul e o sudeste, votaram majoritariamente em Serra. Também nota-se uma diferença entre os índices de 
popularidade de Lula, que atingiu ao final do governo quase 80% de aprovação, e o número do votos de Dilma, 
próximos de 56%. 
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1．はじめに 
21 世紀のブラジル政治を考えるとき「未だ民主主義の歴史が浅い国である」ことがしばしば強調
される。そのレトリックは，「汚職や貧困など多くの問題を抱えるが，100 年前までは奴隷制度が存
在していたのであり，短期間で急速に進められた近代化の過程を理解すべきである」というもので
ある 1 。注目を浴びる BRICs 四か国の中で R のロシア，I のインド，C の中国は核保有国であるも
のの，B のブラジルは非核保有国であり，さらに R と C に比べて，民主主義の国であることは特筆
すべき点である。 
このブラジルが 20 世紀末の 1990 年代から 21 世紀初頭の 2010 年代において，新自由主義と直接
選挙による民主主義の進展によって，第三の波と呼ばれる新しい展開を経験している（Weykand 
2005）。それは，インフレを終息させたフェルナンド・エンリケ・カルドーゾ（Fernando Henrique 
Cardoso 生 1931 年，以下，カルドーゾと記す）大統領と卓越したコミュニケーション能力によっ
てブラジルの政治文化を転換させたルイス・イナーシオ・ルラ・ダ・シルヴァ（Luiz Inácio Lula da 
Silva 生 1945 年，以下，ルーラと記す）大統領によってであった。特にルーラは歴代のブラジル
大統領には前例のない極貧も経験しており，民衆を惹きつけるカリスマ性を指摘できる。ルーラ政
権を誕生させた 2002 年 10 月の選挙は，有権者が 1 億人を超える電子投票であった。第二次大戦後
の 1950 年に南部出身のジェトゥリオ・ヴァルガス（Getúlio Dornelles Vargas 生 1882～没 1954
  
年，以下，ヴァルガスと記す）が PTB（ブラジル労働党）から立候補して選挙に勝利したが，PT（労
働者党）という「労働者」の名を冠する党の政権はルーラが最初であり，ブラジルはルーラ政権に
よって転換期を迎えた。 
2006 年の大統領選で再選を果たし，2010 年には憲法の規定に従い改憲による 3 選を望むことなく
ルーラは，同じ労働者党のディルマ・ルセフ（Dilma Rousseff 生 1947 年，以下，ディルマと記す）
の勝利を導いた。2014 年にはディルマがルーラの支援を受けて再選を果たした。ルーラが従来の指
導者と異なる点に注目し，近現代ブラジル史におけるブラジル指導者の本質を考察したい。 
 
2．大統領選挙とルーラのカリスマ性 
2002 年の選挙は有権者が１億人を超える電子投票であることで注目された。大統領選挙の有効得
票数は，第１回の候補者 6 名の合計が 8,492 万 8,204 票，ルーラがこの 46.44%の 3,944 万 3765 票，
決選投票は，合計が 8,616 万 4,103 票，ルーラがその 61.27%で 5,279 万 3,364 票であった 2。この
結果から分かるように，新自由主義を掲げる与党 PSDB が支持する候補者セーラに対して，ポピュリ
ズム 3とも呼べる新風を巻き起こした野党の PT ルーラの躍進が目立った選挙であった。PT は軍政下
の 1980 年にルーラを党首として結成された比較的新しい政党であるが，4 度目の大統領選挙に向か
うルーラは「ある 1 人の人間のために心から献身的に働いているのだという満足感を与える指導者
資質，つまりカリスマ的要素（ヴェーバー，10-11, 55）を備えていた。戦略としては，副大統領に
は PMDB 所属の財界出身のジョゼ・アレンカール（José Alencar Gomes da Silva 生 1931 年-没 2011
年）を立て，富裕層への支持を意図したことが大きかった。 
7 月 5 日に立候補者の登録が締め切られ，8 月 20 日から 10 月 3 日まで，テレビやラジオを使って
の無料の政見放送が行われた。国民の非識字率が高く，さらに新聞の全国紙が存在しないブラジル
では，テレビの役割は大きい。選挙の宣伝のために割り当てられる出演時間は，選挙法に基づき各
政党に所属する議員数に従うという，公平な方式である 4。カリスマ性の求められる選挙運動の中
で，10 月 6 日の 1 回目投票ではルーラとセーラが勝ち残った。一時期「ロゼアナ旋風」を巻き起こ
した PFL から立候補予定のロゼアナは，立候補を辞退し，10 月 27 日の決選投票に向けては，ロゼ
アナを始め，過去の大統領経験者のサルネイやイタマル，さらに，セーラを除く第 1 回目の立候補
者のシーロ・ゴメス（Ciro Gomes 生 1957 年，以下，シーロと記す ）やアントニー・ヴィリアム・
ガロティーニョ・マテウス・デ・オリヴェイラ（Anthony William Garotinho Matheus de Oliveira 
生 1960 年，以下，ガロティーニョと記す）らが PT のルーラ支持を表明した。 
Datafolha や Ibope(Instututo Brasileiro de Opinião Pública e Estatística)，Vox Populi
などの世論調査機関が小刻みに有権者の投票予測を発表し，この数字がテレビや新聞で大きく取り
上げられ，立候補者のイメージを演出する宣伝担当者の役割も大きいと評された。特に，米国で学
んだ有能な選挙参謀ドゥダ・メンドンサ (José Eduardo Cavalcanti de Mendonça 生 1944 年- ）の
緻密な指導が際立っていた 5。テレビなどを活用した国民の直接選挙の方式は，あたかもカーニバ
ルのようなお祭り騒ぎにも思える 6。結果はルーラが，「旋風」とも呼べる人気の中で，勝利して，
次期大統領に選出されたのである 7。 
冷戦後のグローバル化やインターネットの利用などの IT 革命などの変化を受けて，ブラジル国民
は，いわゆる国際規格を意識し始めており，積極的に政治参加を行ってきた。自由化，規制緩和，
民営化に向けて，国民の側に明らかな意識改革が生まれつつあると言えよう。さらに，PT のルーラ
の勝利は，カルドーゾ政権によって準備されたとも解釈できるのであって，平和的な政権移譲はブ
  
ラジルに民主主義が定着していることの証であり，それは，単なる選挙結果を超える歴史的な変革
のうねりの賜物とみなし得る。 
ルーラのコミュニケーション能力の一端を知るための 2002 年と 2006 年 8の決選投票に向けての
公開討論の映像が手元にあるが，以下に観察の一部を紹介したい。 
まず，ルーラとアルキミンの決選投票前の公開討論（グローボ TV より，2006 年 10 月）を観察す
ると，ルーラのスピーチでマイナス評価が与えられているのは，「下品なポルトガル語」や「舌のも
つれ」とされるが，これは出身地の東北部の訛り 9である。 
[polícia]とすべきものが，[pocia]となる。 
 [damos]とすべきものが，[damo]となる。 
 [mesmo]とすべきのもが，[memo]となる。 
 [PETROBRAS]とすべきものが，[PETROBRAiS]となる。 
 [Nós]とすべきものが， [Nois]となる。 
[olhando]とすべきものが，[oiando]となる。 
さらに，話し方と声については，単に「アジ演説風の語り口」であり，低い声は「飲酒と喫煙」
によるだみ声と判断できる。そして，「根拠に欠ける発言」や「なれなれしい呼びかけ」と批判され
るバールにおけるおしゃべり風の会話は，はむしろ親しみを込めたコミュニケーションとしてプラ
ス評価しうるのである。 
具体的には，ルーラのスピーチは，「庶民に理解してもらえるポルトガル語」であり，さらに「庶
民の語法」が特に北東部などの住民には親しみを感じさせる。この親しみが，「ルーラのために」と
いう満足感を支持層に与えることで，いわゆるカリスマ性が増すのである。 
公開討論において，グローボ TV の司会者や質問者に，親しみのある呼びかけの「Fátima」，「você」，
「caro Boner」，「Querido」，「filha」などを用いたが，これはルーラが使うとき相手に対して自然に
伝わるのであって，2002 年のセーラや 2006 年のアルキミンには不自然さが感じられた。ルーラの
このコミュニケーション能力は，国際舞台における外交の場でも，信頼と友情を作るのに役立った
ようである。 
グラウベル・ローシャ監督の有名な映画『アントニオ・ダス・モルテス（聖戦士に対する悪しき
竜）』(1969 年)は，ブラジル社会の抱える多元性や移動性を描いている。つまり，用心棒（ジャグ
ンソ）が匪賊（カンガセイロ）に変身し得るし，その逆もある。伝統的な支配者である地主が民衆
に勝利することも有るし，土地を持たない民衆が地主に勝利することもある。この映画で最後に勝
利したのは，奴隷のような立場の黒人の聖戦士であり，成敗されたのは悪しき竜たる地主であった。
今回の選挙運動の期間中，候補者のシーロはこの聖戦士を自らになぞらえて，「悪しき竜と戦う」と
主張していた。このシーロが選挙選の後半でルーラの支持に回ったのである。 
筆者はこのシーロに，ブラジル政治固有の多元性や移動性を見る思いであった。それは，時勢に
応じて，たくみに政治姿勢を変更し，2002 年大統領選挙の第１回投票に敗れはしたものの，国民統
合（Integração Nacional）大臣として，ルーラ政権に加わったからである。  
2002 年に野党から与党となった PT であるが，ルーラ大統領が選んだ 36 名の大臣・長官・総裁な
どのメンバーの内，過半数の 19 名を PT が占めた。副大統領には PMDB 所属のジョゼ・アレンカール
を置く。このように軍政野党から民政移管後は与党となった PMDB と共に，PT が与党として政権を
支え続けている。 
 
  
3．2010 年大統領選挙の地域性 
2010 年ブラジル総選挙における PT 所属の候補者，特に大統領候補のディルマに対する人気の背
景を，北東部貧農出身のルーラ人気と有権者の地域性に求めることができる。すでに見てきた 2002
年の選挙結果を踏まえて，2010 年の選挙動向を観察したい。 
ブラジル旧共和政（1889～1930 年）は「カフェ・コン・レイテ」の地方エリートの時代に「カフ
ェ」たるサンパウロのコーヒー地主と「レイテ」たるミナスジェライスの牧場主に代表される両地
域のエリートが交互に大統領に就任した寡頭支配体制の時代を経験している。これをヴァルガスの
独裁体制（1930～1945 年）が強く否定したのである。現代ブラジル政治史におけるヴァルガスの影
響は，民主的な選挙体制が確立した 1990 年代のカルドーゾ政権で終わったと考えられる。しかし
2010 年大統領選挙において，北東部諸州はディルマを推し，南部・南東部諸州は候補者セーラを支
持する，という傾向が顕著に見られた。過去の地方ボス政治とは違う，新しい民主的な地域性の表
れである(参照：第１表 ブラジルの地域区分とムニシピオ・人口分布)。 
2010 年の大統領選挙は決選投票では，赤いシンボルカラーの PT のディルマ候補者と，鳥のトゥ
カーノをシンボルとする青色の PSDB のセーラ候補者の争いとなった。対立の図式は 2002 年と同じ
であるが，2010 年は支持層の地域性のコントラストが強い。つまり，ルーラは広く均等に支持を得
たが，ディルマの場合，貧者と北東部地域の支持が際立っていた。 
 
表 1 ブラジルの地域区分とムニシピオ・人口分布（2000年） 
地域区分 州別ムニシピオ数 地域別ミニ 
シピオ数 
（％） 人口（人） （％） 
北東部 BA=415， PB=223， PI=221， 
MA=217， PE=185， CE=184，  
RN=166， AL=101， SE=75 
1,787 32.4 47,741,711 28.12 
南東部 MG=853， SP=654， RJ=91， ES=77 1,675 30.4 72,412,411 42.65 
南部 PR=399， SC=293， RS=467 1,159 21.0 25,107,616 14.79 
北部 PA=143，  TO=139，  AM=62， RO=52， 
AC=22， AP=16， 
RR=15 
449 8.1 12,900,704 7.60 
中西部 GO=242， MT=126， MS=77， DF=1 446 8.1 11,636,728 6.85 
国全体 5,516 5,516 100.0 169,799,170 100.00 
（出所）IBGE-2000 年国勢調査に基づき筆者が作成。 
略号 アクレ州＝AC，アラゴアス州＝AL，アマゾナス州＝AM， アマパ州＝AP，バイア州＝BA，セアラ州＝CE，連邦区＝DF，
エスピリトサント州＝ES，ゴイアス州＝GO，マラニョン州＝MA，ミナスジェライス州＝MG，マトグロッソドスル州＝MS，マ
トグロッソ州＝MT，パラ州＝PA，パライバ州＝PB，ペルナンブコ州＝PE，ピアウイ州＝PI，パラナ州＝PR，リオデジャネイ
ロ（以下，リオと略す）州＝RJ，リオグランデドノルテ州＝RN，ロンドニア州＝RO，ロライマ州＝RR，リオグランデドスル
州＝RS，サンタカタリナ州＝SC，セルジペ州＝SE，サンパウロ州＝SP，トカンティンス州＝TO。 
 
 州知事選を見ると，南東部のミナスジェライスとサンパウロでは野党の PSDB が強い。2010 年の
選挙で PSDB は有力なサンパウロ，ミナスジェライスを始め，パラナ，ゴイアス，トカンティンス，
パラ，ロライマ，アラゴアスと合計 8 州で知事を獲得した。与党の PT と PMDB は，前者が，連邦区
の DF を含めて，リオグランデドスル，バイア，セルジペ，アクレの 5 つ，後者が，リオ，マトグロ
ッソドスル，マトグロッソ，ロンドニア，マラニョンの 5 州であった。しかし全国レベルの投票と
なる大統領選挙では，PT のディルマが北東部などの支持によって圧倒的な強さを発揮した。 
 2010年 10月 3日の選挙前の 9月 27日実施の Datafolha のブラジル大統領選挙投票行動予測によ
  
ると，ブラジル全体の投票行動予測は，ディルマが 46％，セーラが 28％，マリーナ・シルヴァ（Maria 
Osmarina Marina Silva Vaz de Lima 生 1958 年，以下，マリーナと略す）が 14％であったが， 地
域別では，北東部が，ディルマ 59％，セーラ 19％，マリーナ 11％，北部・中西部では，ディルマ
44％，セーラ 30％，マリーナ 17％，南東部では，ディルマ 41％，セーラ 31％，マリーナ 17％，南
部では，ディルマ 39％，セーラ 35％，マリーナ 10％であった。つまり北東部は，セーラとマリー
ナを合わせてもディルマの 59％に及ばないが，南部では，セーラとマリーナの合計が 45％となり，
ディルマの 39％を超えていた。まさに，地域格差を反映して，豊かな地域はセーラを，貧しい地域
はディルマを推す構図が鮮明となっていた。 
 選挙前の 9 月 28 日・29 日実施の Datafolha 10のブラジル大統領選挙投票行動予測によると，白票
や無効，不明を除く有効な投票行動予測は，ディルマが 52％，セーラが 31％，マリーナ 15%となり，
1 次選挙で決着するとの様相であった。地域別では，ブラジル全体が，ディルマ 47％，セーラ 28％，
マリーナ 14％，北東部が，ディルマ 59％，セーラ 21％，マリーナ 10％，北部・中西部では，ディ
ルマ 43％，セーラ 31％，マリーナ 19％，南東部では，ディルマ 43％，セーラ 30％，マリーナ 17％，
南部では，ディルマ 42％，セーラ 35％，マリーナ 10％と，ディルマの微増とマリーナの頑張りが
明らかとなった。 
この傾向は，グローボ TV が 9 月 30 日(木）の深夜に約 2 時間かけて行った，大統領 1 次選挙直
前最終討論後に，10 月 1 日（金）から 2 日（土）にかけての Datafolha が実施した世論調査結果に
おいても際立っていた。地域別では，ブラジル全体が，ディルマ 47％，セーラ 29％，マリーナ 17％，
北東部が，ディルマ 61％，セーラ 19％，マリーナ 12％，北部・中西部では，ディルマ 44％，セー
ラ 32％，マリーナ 18％，南東部は，ディルマ 41％，セーラ 31％，マリーナ 19％，南部では，ディ
ルマ 40％，セーラ 38％，マリーナ 12％であった。 
 地域性の傾向は，1 次選挙の 1 ヵ月前から観察できた。Datafolha の調査が 414 ムニシピオの 1
万 1，660 人に対して 9 月の 8 日，9 日に実施した１次選挙における主要な候補者の地域別の投票行
動予測は次のとおりであった。 
 
北東部：      ディルマ 63％  セーラ 18％  マリーナ  8％ 
北部・中西部：ディルマ 47％  セーラ 29％  マリーナ 14％ 
南東部：      ディルマ 446％ セーラ 29％  マリーナ 13％ 
南部：        ディルマ 43％  セーラ 35％  マリーナ  9％ 
 
このように，北東部ではディルマが強く，南部ではセーラが健闘しているという傾向を観察でき
たが，この地域性はさらに決選投票に向けても継続するのであって，単なる 1 時的な現象ではなく，
より永続的な傾向であったことが確認できる。10 月 3 日（日）の選挙結果では，ディルマの投票が
50％に達しな 
かった（大統領選挙集計投票数：1 億 1,119 万 2,908 票。ディルマ：4,765 万 1,434 票 46.91％。
セーラ：3,313 万 2,283 票 32.61％。マリーナ：1,963 万 6,359 票 19.33％。プリーニオ： 88 万
6,816 票  0.87％）ため，セーラとの決選投票となった。 
  高等選挙裁判所（TSE）の発表による 26 州 1 連邦区別 1 次選挙投票数の比率は南部と南東部の 7
州では，ディルマの得票率が，低い順に，エスピリトサントが 37.25％，サンパウロが 37.31％，サ
ンタカタリナが 38.71％，パラナが 38.94％と 30％台，リオが 43.76％，リオグランデドスルが
  
46.95％，ミナスジェライスが 46.98％となっている。北東部のマラニョンが 70.65％，ピアウイが
67.09％，セアラが 66.30％，バイアが 62.62％，ペルナンブコが 61.74％と 60％台，パライバが
53.21％，リオグランデドノルテが 51.76％，アラゴアスが 50.92％であることとは好対照である。
なお，マラニョンの高い数字は，PMDB 所属のサルネイ元大統領の地盤であることの反映であろう。
ともあれ，地域格差がそのまま得票に影響を与えたことを推測できる。 
この傾向は，2010 年 10 月 31 日（日）の決選投票においても同じであった。ブラジル全体では，
ディルマが 56.05％，セーラが 43.95％とディルマの当選であったが，26 州 1 連邦区では次のとお
りであった。2002 年決選投票の結果 11も比較のために示しておきたい。 
  2010 年決選投票でも南部と南東部で，リオの 60.48％とミナスジェライスのディルマの 58.45％
を除いて，他の 5 州で得票率が低く，特にサンタカタリナが 43.39％，パラナが 44.56％，サンパウ
ロが 45.95％，リオグランデドスルが 49.06％，エスピリトサントが 49.17％と 50％を割っている。
逆に，マラニョンが 79.09％，セアラが 77.35％，バイアが 70.85％，ペルナンブコが 75.65％，ピ
アウイが 69.98％，パライバが 61.55％，リオグランデドノルテが 59.54％，アラゴアスが 53.64％
と北東部のすべてにおいて 50％を超えており，選挙結果は，ディルマ優位の北，セーラ優位の南と
なった。 
興味深いことは，2002 年の大統領選挙においては，26 州 1 連邦区すべてにおいてルーラがセーラ 
 
表 2 2010 年・2002年 26州１連邦区12別決選投票比較（％） 
 
州・連邦区 
2010年 2002年 
ディルマ セーラ ルーラ セーラ 
AC 30.32 69.68 59.94 40.06 
AL 53.64 46.36 56.39 43.61 
AP 62.66 37.34 75.51 24.49 
AM 80.57 19.43 69.88 30.12 
BA 70.85 29.15 65.69 34.31 
CE 77.35 22.65 71.78 28.22 
DF 52.81 47.19 62.26 37.74 
ES 49.17 50.83 59.36 40.64 
GO 49.25 50.75 57.08 42.92 
MA 79.09 20.91 58.48 41.52 
MT 48.89 51.11 54.46 45.54 
MS 44.87 55.13 55.14 44.86 
MG 58.45 41.55 66.45 33.55 
PA 53.20 46.80 52.65 47.35 
PB 61.55 38.45 57.02 42.98 
PR 44.56 55.44 59.22 40.78 
PE 75.65 24.35 57.07 42.93 
PI 69.98 30.02 60.73 39.27 
RJ 60.48 39.52 78.97 21.03 
RN 59.54 40.46 58.64 41.36 
RS 49.06 50.94 55.84 44.16 
RO 47.37 52.63 55.56 44.44 
RR 33.44 66.56 65.55 34.45 
SC 43.39 56.61 64.14 35.86 
SP 45.95 54.05 55.39 44.61 
SE 53.56 46.44 57.50 42.50 
TO 58.88 41.12 54.03 45.97 
 
（出所） 
Folha on line  “ELEIÇÕES 2002” 
  
http://www1.folha.uol.com.br/folha/especial/2002/eleicoes/  （アクセス日 2002年 11月 1日） 
 “ELEIÇÕES 2010” FOLHA.com. 
http://eleicoes.folha.uol.com.br/2010/2turno/apuracao-presidente.shtml （アクセス日 2010年 11月 1 日） 
 
に対して優位であったことである。2010 年のような地域格差に連動する現象は見られなかったので
ある。その背景は，当時野党 PT の名誉党首である北東部貧農出身のルーラが大統領選に勝利した 
2002 年 10 月の選挙結果は，ブラジル国民の大多数が変革を求めたことの証であると評することが 
できるからである。豊かな地域の有権者はセーラを，貧しい地域ではディルマを推す構図が鮮明と
なった。労働者党にとって，この展開は，明らかにルーラ主義の徹底によるものであった。 
 
4．2010 年大統領選挙のリオデジャネイロにおける地域性 
大都市における大統領選挙決選投票における支持層の分布状況を，古都リオ市 13に関して示して
おきたい。 
 リオ市全体では，ディルマ支持が 60.48％，セーラが 39.52％という結果であるが，以下のポルト
ガル語で示した地区においては，反 PT のセーラが 5 割以上を占めて優勢であった。いずれも低所得
階層の少ない瀟洒なリオ南部（Zona Sul）の 25 の地区14である。 
 
Alto da Boa Vista，Andraí，Barra，Botafogo，Camorim，Copacabana，Cosme Velho，Flamengo，
Gávea，Grajaú，Humaitá，Ipanema，Itanhangá，Jd. Botânico，Lagoa，Laranjeiras，Leblon，
Leme，Maracanã，Recreio，Tijuca，Urca，Vargem Grande，Vargem Pequena，Vila Isabel。 
 
多くがリオの南部地区（Zona Sul）として知られる，上に示した地区を除く残りすべてにおいて，
ディルマが優勢であった。特に注目すべきは，セーラとの比較でディルマの得票数が 50％を超えた
のは，低所得者層の多い北部（Zona Norte）や中心街であった 15ことである。ブラジル全体の地域
性に貧しい北と豊かな南の格差が観察されるが，古都リオでも都市空間において南北の格差が存在
し，これが有権者の投票行動に反映したのである。以下のポルトガル語の地名は，PT が優勢であっ
たファヴェーラを含む 140 の地区16である。 
 
Abolição，Acari，Afonso Vizeu，Água Santa，Anchieta，Andraí，Anil，Augusto Vasconcelos，
Bairro de Fátima，Bancário，Bangu，Barros Filho，Benfica，Benjamin Dumont，Bento Ribeiro，
Bonsucesso，Brás de Pina，Cachambi，Caju，Caminho，Campo dos Afonsos，Campo Grande，
Cantagalo，Cascadura，Catete，Catumbi，Cavalcanti，Centro，Cidade de Deus，Cidade Nova，
Cocotá，Coelho Neto，Colégio，Cordovil，Cosmos，Costa Barros，Cucuia，Del Castilho， 
Dende，Deodro，Encantado，Engenheiro Leal，Engenho da Rainha，Engenho de Dentro， 
Engenho Novo，Estácio，Freguesia JPA，Freguesia，Fundão，Galeão，Gardênia Azul，Gávea，
Glória，Guadalupe，Guarabu，Guaratiba，Higienópolis，Honório Gurgel，Ilha Guaratiba，
Inhaoíba，Inhauma，Irajá，Jacaré，Jd. América，Jd. Bangu，Jd. Guanabara，Jd. Sulacap，
Lapa，Lins de Vasconcelos，Madureira，Magalhães Bastos，Mangueira，Mar. Hermes，Maracanã，
Maria da Graça，Méier，Moneró，Nova Sepetiba，Olaria，Oswaldo Cruz，Paciência。Padre Miguel，
  
Paquetá，Parada de Lucas，Pavuna，Pechincha，Pedra de Guaratiba，Penha Circular，Penha， 
Piedade，Pilares，Portuguesa，Pq. Colúmbia，Praça Seca，Quintino Bocaiúva，Ramos，Realengo，
Riachuelo，Ribeira，Ricardo do Albuquerque，Rio Comprido，Rio das Pedras，Rocha Miranda，
Rocha，Rocinha，Santa Cruz，Santa Teresa，Santíssimo，Santo Cristo，São Conrado，São 
Cristóvão，São Francisco Xavier，São Jorge，Saúde，Sen. Vasconcelos，Senador Camará，
Sepetiba，Tanque，Taquara，Tauá，Tijuca，Todos os Santos，Tomás Coelho，Triagem，Tubiacanga，
Turiaçu，V. Isabel，V. Militar，Vaz Lobo，Vicente de Carvalho，Vidigal，Vigário Geral，
Vila Circular，Vila da Penha，Vila Kennedy，Vila Kosmos，Vila Valqueire，Vilar Carioca， 
Vista Alegre，Zumbi。 
 
古都リオの低所得者層がディルマに投票した理由は，ルーラ政権による貧者支援の政策を評価し，
労働者党政権の今後にも期待したからであろう。ファヴェーラを含む北部のすべての地区でディル
マが 5 割を超えたことの意味は大きい。「ディルマ＝ルーラ＝労働者党＝貧者の味方」の構図が広く
低所得者層に浸透した証しでもあろう。 
 サンパウロなどの他の大都市においても，富裕層がセーラを推す傾向が見られたものの，選挙結
果は，2010 年ブラジル総選挙の大統領決選投票において，「ルーラ主義」を継承する労働者党（PT）
のディルマ・ルセフ候補が，投票総数 1 億 660 万 6,214 票のうち， 5,575 万 2,529 票（56.05％）
を得て当選を果たしたのである。セーラ（PSDB）は，4,371 万 1,388 票（43.95％）であった 17。 
2010 年の大統領選挙においては，全国レベルでは，北東部の貧困地域，大都会では，古都リオの
ように低所得者層の居住区が PT のディルマを推し，裕福な南部・南東部や瀟洒な都市環境の住民は，
反ディルマの姿勢を鮮明としたのである。選挙に勝利できたのは，強力なルーラ主義を徹底させた
ことによるものであろう。それは，過去のいわゆるカリスマ的政治家のヴァルガスやクビシェッキ
が見せた，ブラジル国民への楽観的な期待の表現に繋がるものであろう。ヴァルガスの「ブラジリ
ダーデ」であり，クビシェッキの「50 年の進歩を 5 年」の意識の高揚政策である。ルーラが見せた
のは，貧者も富者も共に豊かな誇り高いブラジルの前進である。これを，BRICs の環境や資源大国
の現実，中間層増加などの現実が高い支持層に繋がったのである。決して，貧者を対象とした政策
のみが成功したのではない。 
 
5．おわりに 
第三の波と呼ばれる 20 世紀末から 21 世紀初頭にかけての民主主義の新しい展開において、ブラ
ジルは、本論で述べたとおり，卓越したコミュニケーション能力を有する新しい指導者ルーラを得
た。ルーラは歴代のブラジル大統領には前例のない極貧も経験しており，民衆を惹きつけるカリス
マ性を指摘できる。 
ルーラ政権を誕生させた 2002 年 10 月の選挙は，有権者が 1 億人を超える電子投票であった。第
二次大戦後の 1950 年に南部出身のヴァルガスが PTB（ブラジル労働党）から立候補して選挙に勝利
したが，PT（労働者党）という「労働者」の名を冠する党の政権はルーラが最初である。ブラジル
は，大統領制の国である。民主主義を謳う 1988 年憲法が軍政後のサルネイ政権の下で公布され，理
念上は格差是正の社会正義の枠組みが整った。公布後 9 年目の 1997 年のカルドーゾ政権の際に改正
  
されて一期に限り大統領の再選が認められ，大統領の任期が 5 年から 4 年に短縮された。これによ
って 1999 年 1 月に再任されたカルドーゾ政権は 2002 年に終了した。過去，カルドーゾとの選挙に
2 度敗れたルーラは，2002 年の選挙ではカルドーゾと同じ PSDB（ブラジル社会民主党）所属のセー
ラに対して勝利した。 
1960 年代の軍政以来続いた，資源を活用して大国を目指す開発優先主義の政策が，このルーラ政
権によってその政治姿勢は大転換期を迎えた。ルーラは 2006 年の大統領選で再選を果たし，2010
年には憲法の規定に従い改憲による 3 選を望むことなく，同じ労働者党のディルマの勝利を導いた。
2014 年にディルマがルーラの支援を受けて再選に挑み，再選を果たしたのである。 
 
ルーラの政治姿勢の特徴は以下の諸点に要約できる。 
１ 政治の専門家の助言をよく聞く。ルーラ大統領の大統領特別補佐官のクシンスキや外交問題
担当のガルシア，報道官であったシンジェルが異口同音にこれを指摘している。 
２ 卓越したコミュニケーション能力の持ち主である。これは，過去に前例のない政治家ルーラ
の経歴によるところが大きい。 
３ 仲介者としての能力に優れている。これは上記の１と２にも関連している。国内外の立場を
異にするグループ間の調整役としての実績である。顕著な例は金属労組委員長である。 
４ 選挙運動におけるマーケッティングの有利さが幸いした。IT とテレビに支えられた広報の勝
利であったとも形容できる。 
５ 「社会正義」や「格差是正」に道を開いた。この継続のため，後続の政治家を支援している。 
６ 世界に対して，先進「中心」諸国ではなく新興「周辺」諸国を重視し，ブラジルが「周辺」
諸国の債務国ではなく，債権国として協力する，という姿勢を強調した。 
７ ルーラは北東部住民に対してはポピュリストとしての性格を指摘できるが，ブラジル国民全
体に対しては，過去の政治家ヴァルガスの内陸部開発志向の「ブラジリダーデ」やクビシェッキの
「開発優先主義」を感じることができる。 
 
要するに，ブラジルの今日の経済発展を成功に導いたのは新自由主義による経済政策である。し
かしこれを掲げる当時の与党候補者に対して，野党 PT のルーラは、反新自由主義と社会正義実現の
福祉政策を主張して選挙に勝利したのである。新自由主義と社会正義という相反する理念を同時に
受入れさせたルーラの政治運営は、そのカリスマ性ゆえに可能であったと言えよう。この撞着とカ
リスマ性こそが、すでに述べた 20 世紀前半の指導者ヴァルガスに通じる、近現代ブラジル史におけ
るブラジル指導者の本質の 1 つであると理解できるのである。 
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注 
                       
 
1 郵便局汚職疑惑に端を発して，ブラジルの政治危機が深刻になった 2005 年 7 月初旬，サンパウロのカ
トリック大学教授が，若者向けのグローボ TV の深夜番組 Altas Horas で，「ブラジルは永く黒人奴隷制
が続き，20 世紀になっても，独裁政治を経験した国であって，実は今，もっとも民主的になったといえ
る。もっと将来に希望を持って良い。それから，ルーラ大統領で凄いのは，彼の経歴だ」と，若者を励
ます発言をしていた。 
2 大統領選挙第１回投票結果（2002 年 10 月 9 日）（Folha de São Paulo のネットより） 
  ルーラ（PT）      3,944 万 3,765 票（46.44%） 
   セーラ（PSDB）      1,970 万 0,465 票（23.20%） 
   ガロティーニョ（PSB）  1,517 万 5,729 票（17.87%） 
   シーロ（PPS）          1,016 万 7,597 票（11.97%） 
  ジョゼ・マリア（PSTU）    40 万 2,040 票（ 0.47%） 
   ルイ・コスタ（PCO）       3 万 8,608 票（ 0.05%） 
大統領選挙決選投票結果（2002 年 10 月 27 日）（Folha de São Paulo のネットより） 
  ルーラ（PT）         5,279 万 3,364 票（61.27%） 
   セーラ（PSDB）         3,337 万 0,739 票（23.20%） 
有効総数             8,616 万 4,103 票（100.00%）（10 月 29 日集計終了） 
 
3 ルーラ勝利の選挙運動の報道官を担当したシンジェルは，ルーラをポプリストとは見ていない。仲介役
としてのコミュニケーション能力に優れた人物と評している（2011 年 8 月のインタビューより）。 
4 参照： 2002 年選挙高等選挙裁判所（TSE）決議通達ホームページの URL: 
http://www.tse.gov.br/eleicoes/eleicoes2002/instrucoes/inst_2002.html 
ブラジル大統領選の各候補の政見放送は，1 日で 100 分を 2 回に分け，50 分＋50 分。このうち，半分
を各候補者に平等に配分。残りを，ある時期の下院勢力にしたがって配分。その結果，主な 4 人の候補
者の配分は以下のとおりとなっていた。 
セーラ 1 日 20 分 46 秒 
ルーラ 1 日 10 分 38 秒 
シーロ 1 日 8 分 34 秒 
ガロティーニョ 1 日 4 分 26 秒 
5 2009 年 8 月 14 日にブラジリア大統領官邸でガルシア特別補佐官に面談し，「ルーラ勝利はドゥダによ
るところが大きいとの評価があるが」との筆者の質問に対して「相手候補に彼が協力しなかった，とい
う点で，彼を取り込んだのは良かった」と返答した。 
6 奇しくも決選投票の州別結果はカーニバルの地リオのルーラ人気が１位となった。（Folha de São 
Paulo のネットより） 
   ルーラ（PT）           78.97% 
    セーラ（PSDB）           21.03% 
有効総数  800 万 576 票（100.00%）（10 月 28 日集計終了） 
7 2002 年 9 月 25 日から決選投票ルーラ勝利の 10 月 27日までの 30 日間を撮影した記録映画『Entreatos
  
                                                                      
 
（幕間）』によって選挙運動の状況を詳しく知ることができる。公開：2004 年，時間：117 分，監督：João  
 Moreira Salles。 
8 2006 年 10 月 29 日（日）の大統領決選投票の結果： 
ルーラ（PT）     5,829 万 3 千 345 票（60・83％） 
アルキミン（PSDB）    3,754 万 2 千 751 票（39・17％） 
9 ルーラ大統領のスピーチを分析すると，そのポルトガル語に，北東部の民衆言語の発音を観察できる。
つまり，名詞の複数形の語尾 s や，不定詞の語尾 r の欠落などの現象である。 
北東部セルタン（奥地）を舞台としている『Eu Tu, Eles（私の小さな楽園）』，『Abril Despedaçado
（ビハインド・ザ・サン）』，南東部リオと北東部のセルタンの口語の聞ける『Central do Brasil（セン
トラル・ステーション）』作品を取り上げ，サンパウロやリオのような都会の現象ではない，地方のセル
タン住民，つまりセルタネージョの訛りを調査した。参照：筆者「映画の台詞に基づく現代ブラジル民
衆言語研究―セルタネージョ（奥地住人）のポルトガル語―」京都外国語大学『京都ラテンアメリカ研
究所紀要』第 9 号， 2009年 12 月，33-45 頁。 
10 FOLHA.com 
http://www1.folha.uol.com.br/poder/806922-dilma-para-de-cair-tem-4-pontos-a-mais-que-soma 
dos-rivais-e-2-turno-e-incerto.shtml 
（アクセス日 2010 年 10 月 1 日） 
11 Folha on line. “ELEIÇÕES 2002” 
http://www1.folha.uol.com.br/folha/especial/2002/eleicoes/ 
（アクセス日 2002 年 11 月 1 日） 
 
13 「《麗しの都市》と歌われるブラジルの旧都リオデジャネイロの訪問者は誰でも，イパネマやコパカバ
ーナ海岸の瀟洒な風景と対照をなす山肌の低所得者層共同体の住居群，いわゆるファヴェーラの光景に
強烈な印象を受けることになる。リオ市ペレイラ・パソス研究所の SABREN の統計によると，ファヴェー
ラ数は 2002 年現在 752 に達し，居住者の人口はリオ市全体の 18.7％を占めている 。20 世紀後半，ファ
ヴェーラ人口はリオ市全体の約 2 倍を超える率で増え続けた。IBGE（ブラジル地理統計院）の資料によ
れば，1950 年はリオ市全体の人口 237 万 5 千人に対してファヴェーラ人口は僅かに 16 万 9 千人であった
が，1960 年は 330 万人に対して 33 万 5 千人，1970 年は 425 万 1 千人に対して 56万 5 千人，1980 年は
509 万人に対して 72 万 2 千人，1991 年には 548 万人に対して 96 万 2 千人に増加した」。参照：筆者「旧
都リオデジャネイロにおける低所得者層共同体誕生の歴史研究」京都外国語大学『京都ラテンアメリカ
研究所紀要』第 6 号， 2006年 12 月，92-93 頁。 
14 “POLÍTICA” ESTADÃO.COM.BR 
http://www.estadao.com.br/especiais/o-2-turno-na-cidade-do-rio-de-janeiro-zona-a-zona,1
23646.htm  （アクセス日 2010 年 11 月 1 日） 
15 「建物が密集する旧市街に道幅の広い中央通りが造られると、蜂の巣（コルティーソス）は取り壊さ
れることになり、下町は商業専門の町として生まれ変わった。そしてカリオカたちは、ふた手に分かれ
て町の中心地から出ていった。まず蜂の巣の貧乏人たちは、建造物の建てられないような急斜面に広が
る「ファヴェーラ favela」と呼ばれる新しくできた山側の貧民窟にあばら屋を建てて暮らすか、北側の
  
                                                                      
 
地区にのびる鉄道の線路脇に追い払われた。」Vianna、Hermano. O Mistério do Samba. Rio de Janeiro: 
Jorge Zahar Ed.:Ed. UFRJ、1995. pp.21-22.  ヴィアナ、エルマノ（武者小路実昭訳、水野一監修）『ミ
ステリー・オブ・サンバ』ブルース・インターアクションズ、2000 年、16-17 頁。 
16 “POLÍTICA”  ESTADÃO.COM.BR 
http://www.estadao.com.br/especiais/o-2-turno-na-cidade-do-rio-de-janeiro-zona-a-zona,123
646.htm （アクセス日 2010 年 11 月 1 日） 
17 2010 年の選挙結果は、投票数 1 億 660 万 6,214 票、有効数 9,946 万 3,917 票  （93.30％）、 白票 
245 万 2,597 票（2.30％）、 無効  468 万 9,428 票（4.40％）、  
棄権  2 千 919 万 7,152 票 。 
1 方、2002 年の結果（2002年 10 月 27 日）は、ルーラ（PT）が 5,274 万 6,341 票（61.28％）、 
セーラ（PSDB） 3,332 万 4,881 票（38.72%）であり、無効 376 万 9,223 票、白票 172 万 6,826 票、
棄権 2,353 万 1,545 票であった。 
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